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中 鉢 惠 一 
 
はじめに 
Ⅰ FD の定義 
Ⅱ 英語教育における FD 活動 
 １. 本学旧文学部教養課程のケース 
 ２. 本学経営学部のケース 
 ３. 英語特別教育科目（SCAT）のケース 
 ４. 南山大学のケース 















 本論では、大学の英語教育を FD の観点から捉え、いくつかの具体的なケースを取り上げること
により、どのような FD 活動が英語教育の中で行われているのかについて明らかにする。さらに、











影響を与え、大学教育学会を中心に FD の議論が始まった。FD ということばが、日本の大学教員の
間に浸透するようになったのはここ数年であるが、実は日本においても20年に渡る FD の歴史があ
るという点は意義深い。 












































































































容について話し合う English Movie Night や、昼食をとりながら諸々のトピックについて気軽に英語
が話せる English Conversation Table というような課外活動も行っている。また、春期休暇中には、
すべての学生を対象に TOEFLiBT 準備集中講座や English Camp も行っている。 








































６. 英語教育センターConsultation Room 内に、非常勤講師および専任教員対象の「共有教材フォ
ルダー」を科目毎につくり、活用 
７. 英語教育センターConsultation Room 内に、英語教育センター推薦テキストおよび参考テキス
ト棚を作り、活用 






































 以上、FD の３つの柱について検討したが、それらを基本として英語教育の FD 活動をリストアッ
プすると次のようになる。 
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